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子
ど
も
た
ち
は
初
め
て
見
る

獅
子
舞
に
興
味
津
々
。
両
親
と

「
伝
統
を
守
り
続
け
る
」

伊
賀
見
奉
舞
会

曽
爾
の
獅
子
舞
初
披
露

　

奈
良
県
宇
陀
郡
曽
爾
（
そ
に
）
村
の
伊
賀
見
奉
舞
会
は
24

日
、
無
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
曽
爾
の
獅
子

舞
」
を
中
央
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
プ
ラ
ザ
・
ス
ナ
ヤ
ン
で
海
外
初

披
露
し
た
。
買
い
物
客
な
ど
約
４
０
０
人
が
集
ま
り
、
太
鼓

と
横
笛
に
合
わ
せ
て
舞
う
獅
子
を
観
賞
し
た
。

（
西
村
百
合
恵
、
写
真
も
）

　

日
本
に
留
学
す
る
学
生
へ
の

奨
学
援
助
や
留
学
生
を
通
じ
た

国
際
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
る

公
益
財
団
法
人
渥
美
国
際
交
流

財
団
は
22
日
か
ら
24
日
ま
で
、

買
い
物
に
来
て
い
た
ウ
ィ
ナ
ち

ゃ
ん
（
８
）
は
、
獅
子
が
近
づ

い
て
く
る
と
後
ず
さ
り
。
「
ち

ょ
っ
と
怖
い
」
と
顔
を
こ
わ
ば

ら
せ
な
が
ら
も
、
触
ろ
う
と
手

を
伸
ば
し
た
。

　

「
難
し
い
こ
と
は
伝
統
を
継

承
し
て
い
く
こ
と
」
。
太
鼓
を

た
た
い
て
い
た
木
治
正
人
さ
ん

は
舞
い
を
終
え
て
そ
う
話
し

た
。
22
日
か
ら
バ
リ
で
開
か
れ

た
「
第
２
回
ア
ジ
ア
未
来
会

議
」
に
招
待
さ
れ
て
来
イ
し

た
。

　

曽
爾
の
獅
子
舞
は
１
７
１
８

年
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
神

楽
で
、
毎
年
10
月
に
五
穀
豊
穣

と
村
の
安
全
を
願
っ
て
同
村
門

僕
（
か
ど
ふ
さ
）
神
社
に
奉
納

す
る
。
曽
爾
村
は
長
野
・
今

井
・
伊
賀
見
の
３
地
区
か
ら
な

り
、
各
地
区
に
獅
子
舞
が
伝
わ

っ
て
い
る
。

　

伊
賀
見
奉
舞
会
が
披
露
し
た

獅
子
舞
は
、
１
匹
で
舞
う
「
神

前
の
舞
」
「
荒
舞
」
「
新
神

楽
」
「
笹
舞
」
と
２
匹
で
舞
う

「
合
同
神
楽
」
の
４
演
目
。
練

習
を
積
ん
で
舞
い
手
に
な
る
に

は
４
年
か
か
る
と
い
う
。
そ
れ

で
も
人
口
が
減
少
し
て
い
く
村

の
中
で
、
伝
統
を
絶
や
さ
な
い

こ
と
が
一
番
難
し
い
。

　

「
獅
子
舞
の
演
目
を
減
ら
し

た
り
、
演
技
時
間
を
短
く
す
る

こ
と
は
簡
単
。
獅
子
舞
を
継
承

す
る
こ
と
は
歴
史
を
守
る
こ
と

だ
」
と
木
治
さ
ん
は
話
す
。

「
海
外
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
。
で
も
分
か
り
や
す
い
よ

う
に
形
を
変
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
言
葉
を
漏
ら
し
た
。

　

袴
と
白
足
袋
、
神
戸
下
駄

（
前
の
歯
が
斜
め
に
な
っ
た
も

の
）
を
着
用
す
る
曽
爾
の
獅
子

舞
は
、
獅
子
舞
を
し
な
が
ら
各

家
へ
神
札
を
配
布
す
る
伊
勢
大

神
楽
の
原
型
に
最
も
近
い
と
さ

れ
る
説
も
あ
る
。
演
目
数
の
豊

富
さ
や
質
の
高
さ
な
ど
が
評
価

さ
れ
、
１
９
７
９
年
に
奈
良
県

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ

れ
た
。
木
治
さ
ん
は
、
「
２
０

１
８
年
で
ち
ょ
う
ど
３
０
０

年
。
技
を
残
し
て
村
を
守
っ
て

い
く
と
い
う
日
本
人
の
心
が
伝

わ
っ
た
ら
う
れ
し
い
」
と
笑
っ

て
会
場
を
後
に
し
た
。

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
政
府
は

18
日
、
州
内
全
域
に
監
視
カ
メ

ラ
３
千
台
を
２
０
１
５
年
を
め

ど
に
設
置
す
る
と
明
ら
か
に
し

た
。
州
内
の
治
安
向
上
、
災
害

や
交
通
渋
滞
の
削
減
な
ど
に
役

立
て
る
狙
い
だ
。

　

州
政
府
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://cctv.jakarta.go.id/
hom

e

）
か
ら
は
監
視
カ
メ
ラ

の
映
像
を
随
時
確
認
す
る
こ
と

が
可
能
だ
。

　

現
在
は
、
主
要
通
り
や
観
光

地
に
１
１
８
の
監
視
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

「荒舞」で頭を左右に振る雌獅子

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
の
ア
ホ

ッ
ク
副
知
事
は
携
帯
端
末
を
持

っ
た
職
員
に
街
の
様
子
を
撮
影

さ
せ
、
画
像
を
送
ら
せ
る
と
い

う
「
抜
き
打
ち
視
察
」
を
始
め

た
。
執
務
室
に
い
な
が
ら
現
場

の
課
題
を
正
確
に
把
握
で
き
、

素
早
く
対
応
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
い
う
。

　

抜
き
打
ち
視
察
は
ジ
ョ
コ
ウ

ィ
州
知
事
が
中
部
ジ
ャ
ワ
州
ソ

ロ
市
長
時
代
に
始
め
た
手
法
。

現
場
の
声
を
直
接
州
政
に
反
映

で
き
る
革
新
的
手
法
と
し
て
、

全
国
的
に
注
目
を
集
め
た
。

　

自
分
で
現
場
に
出
向
い
た
ジ

ョ
コ
ウ
ィ
氏
に
対
し
、
ア
ホ
ッ

ク
氏
は
「
重
要
な
の
は
問
題
を

い
か
に
迅
速
に
解
決
す
る
か
と

い
う
こ
と
だ
」
と
強
調
。
職
員

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
撮

影
し
た
画
像
を
執
務
室
の
テ
レ

ビ
画
面
で
受
信
し
、
違
法
駐
車

職
員
の
ス
マ
ホ
で「
視
察
」

ア
ホ
ッ
ク
流
の
迅
速
対
応

や
露
天
商
の
動
向
、
ご
み
の
不

法
投
棄
、
河
川
の
状
況
な
ど
を

把
握
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ

た
。

　

例
え
ば
、
河
川
の
水
流
を
せ

き
止
め
、
洪
水
の
原
因
に
も
な

る
ご
み
の
不
法
投
棄
を
引
き
合

い
に
、
「
そ
の
地
区
の
責
任
者

が
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
い
な

い
の
か
、
川
の
画
像
を
見
れ
ば

一
目
瞭
然
だ
」
と
ア
ホ
ッ
ク

氏
。
交
差
点
に
物
乞
い
の
子
ど

も
た
ち
が
た
む
ろ
し
て
る
こ
と

が
分
か
っ
た
場
合
も
、
そ
の
都

度
関
係
部
局
に
連
絡
し
対
策
を

講
じ
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
と

い
う
。

　

携
帯
端
末
を
州
政
に
活
用
す

る
の
は
ア
ホ
ッ
ク
氏
な
ら
で
は

の
ア
イ
デ
ア
。
同
氏
は
携
帯
電

話
の
番
号
を
市
民
に
公
開
し
、

苦
情
や
要
望
を
受
け
付
け
る
試

み
も
始
め
て
い
る
。

　

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
氏
の
大
統
領
就

任
に
伴
い
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別

州
知
事
に
就
任
す
る
ア
ホ
ッ
ク

副
知
事
は
24
日
、
副
知
事
は
闘

争
民
主
党
（
Ｐ
Ｄ
Ｉ
Ｐ
）
か
ら

選
出
す
べ
き
と
表
明
し
た
。

　

現
在
候
補
と
し
て
、
前
東
ジ

ャ
ワ
州
ブ
リ
タ
ル
市
長
の
ジ
ャ

ロ
ッ
ト
・
シ
ャ
イ
フ
ル
・
ヒ
ダ

ヤ
ッ
ト
氏
（
Ｐ
Ｄ
Ｉ
Ｐ
）
や
、

現
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
議
会
副

議
長
の
ボ
イ
・
サ
デ
ィ
キ
ン
氏

（
同
）
ら
の
名
前
が
出
て
い

る
。

　

グ
リ
ン
ド
ラ
党
の
ア
ホ
ッ
ク

氏
は
「
知
事
が
グ
リ
ン
ド
ラ
党

な
ら
ば
、
副
知
事
は
Ｐ
Ｄ
Ｉ
Ｐ

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強

調
。
Ｐ
Ｄ
Ｉ
Ｐ
の
ハ
ス
ト
・
ク

リ
ス
テ
ィ
ヤ
ン
ト
副
幹
事
長

は
、
グ
リ
ン
ド
ラ
党
と
副
知
事

を
選
定
す
る
用
意
が
あ
る
と
し

て
、
ボ
イ
・
サ
デ
ィ
キ
ン
氏
を

推
す
考
え
だ
。
「
経
験
も
あ
り

副
知
事
に
最
適
」
と
指
摘
し

た
。

　

タ
ン
ジ
ュ
ン
プ
リ
オ
ク
港
ア

ク
セ
ス
高
速
道
路
建
設
の
土
地

収
用
で
、
住
民
が
ジ
ャ
カ
ル
タ

特
別
州
を
相
手
取
り
補
償
金
の

増
額
を
求
め
た
訴
訟
の
判
決

で
、
北
ジ
ャ
カ
ル
タ
地
裁
は
州

に
対
し
１
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た

り
３
５
０
０
万
ル
ピ
ア
（
約
32

万
円
）
払
う
こ
と
を
命
じ
た
。

州
政
府
は
不
服
と
し
て
控
訴
す

る
。

　

州
は
周
囲
の
地
価
と
同
程
度

と
し
て
１
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た

り
１
２
０
０
万
ル
ピ
ア
の
補
償

金
を
妥
当
と
主
張
し
て
い
た

が
、
住
民
側
は
ク
ラ
パ
ガ
デ
ィ

ン
な
ど
の
商
業
中
心
地
域
に
近

い
と
主
張
。
地
裁
は
住
民
側
の

　次期大統領のジョコウ
ィ・ジャカルタ特別州知事
は24日、中央ジャカルタ・
メンテンにあるスンダ・ク
ラパモスクで開催された知

事秘書リズキ・アリタさん
（27）の結婚式に出席し、
立会人を務めた＝写真、ド
ゥティックコム。
　ペチ（正装時の帽子）と

スーツを着用
し、イリアナ
夫人も同伴さ
せた。式では
静寂な雰囲気
に包まれなが
ら聖典「コー
ラン」を朗誦
した。

　

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
氏
に
対
し
て
は

ガ
マ
ワ
ン
・
フ
ァ
ウ
ジ
内
相
は

早
急
に
知
事
を
辞
任
す
る
よ
う

求
め
て
お
り
、
25
日
ジ
ャ
カ
ル

タ
特
別
州
議
会
が
開
会
し
て
す

ぐ
辞
任
表
明
し
、
承
認
さ
れ
る

見
通
し
。
ア
ホ
ッ
ク
氏
は
副
知

事
候
補
２
人
を
州
議
会
に
推
薦

し
投
票
で
決
定
さ
れ
る
。

ア
ジ
ア
の
未
来
を
語
る

20
カ
国
350
人
参
加
バリ島

知事秘書の結婚を祝う
ジョコウィ氏立会人に

主
張
を
多
く
認
め
た
。

　

ヘ
ル
・
ブ
デ
ィ
・
ハ
ル
ト
ノ

北
ジ
ャ
カ
ル
タ
区
長
は
24
日

「
州
だ
け
で
な
く
、
国
家
全
体

に
損
を
さ
せ
る
判
決
だ
」
と
話

し
た
。
訴
訟
で
土
地
収
用
が
遅

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
２
０

１
４
年
内
の
期
限
を
守
れ
な
い

場
合
、
州
政
府
は
建
設
業
者
な

ど
に
対
し
、
１
日
あ
た
り
１
億

５
千
万
ル
ピ
ア
の
損
失
を
出
す

と
主
張
し
た
。

　

同
事
業
は
日
本
政
府
の
有
償

資
金
協
力
。
日
系
建
設
会
社
が

参
画
す
る
。

　

フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｂ
）

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
フ
ァ
ン

ペ
ー
ジ
「
我
ら
は
イ
ス
ラ
ム

国
」
に
、
仏
教
遺
跡
ボ
ロ
ブ
ド

ゥ
ー
ル
寺
院
遺
跡
の
破
壊
を
示

唆
す
る
よ
う
な
記
事
が
投
稿
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

投
稿
で
は
、
遺
跡
内
の
仏
像

や
仏
塔
な
ど
が
イ
ス
ラ
ム
の
禁

止
す
る
偶
像
崇
拝
に
あ
た
る
と

し
て
批
判
し
て
い
る
。
イ
ラ
ク

や
シ
リ
ア
で
勢
力
を
拡
大
す
る

「
イ
ス
ラ
ム
国
」
も
メ
ッ
カ
の

カ
ー
バ
神
殿
の
破
壊
を
目
指
す

な
ど
、
同
様
の
主
張
を
し
て
い

る
。

　

デ
ィ
ポ
ヌ
ゴ
ロ
第
４
地
区
軍

管
区
の
幹
部
は
地
元
紙
の
取
材

で
20
日
、
警
備
体
制
は
従
来
と

変
え
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
市

民
に
不
審
者
の
情
報
提
供
を
呼

び
掛
け
た
。

バ
リ
島
サ
ヌ
ー
ル
の
イ
ナ
・
グ

ラ
ン
ド
バ
リ
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
、

共
催
し
た
ウ
ダ
ヤ
ナ
大
学
ス
デ

ィ
ル
マ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
の
２

カ
所
で
第
２
回
ア
ジ
ア
未
来
会

議
を
開
い
た
。

　

会
議
は
、
財
団
の
一
部
署
で

あ
る
関
口
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
会

が
、
日
本
で
学
ん
だ
人
や
日
本

に
関
心
の
あ
る
人
に
ア
ジ
ア
の

未
来
に
つ
い
て
語
る
場
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た

約
20
カ
国
か
ら
大
学
教
諭
や
学

生
な
ど
３
５
０
人
の
参
加
が
あ

り
、
政
治
、
環
境
、
科
学
技

術
、
芸
術
、
人
権
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
テ
ー
マ
で
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
円
卓
会
議
、
分
科
会
、
セ

ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
た
。
歓
迎
パ

ー
テ
ィ
ー
で
は
日
本
の
獅
子
舞

と
バ
リ
の
バ
ロ
ン
ダ
ン
ス
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ

た
。
（
北
井
香
織
、
写
真
も
）

ウ
ダ
ヤ
ナ
大
学
で
セ
ミ
ナ
ー

が
開
か
れ
た

副
知
事
は
闘
争
民
主
か
ら

ア
ホ
ッ
ク
次
期
知
事

１
平
米
3500
万
ル
ピ
ア
命
じ
る

プ
リ
オ
ク
高
速
道
土
地
訴
訟

ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
の
破
壊
示
唆

Ｆ
Ｂ
フ
ァ
ン
ペ
ー
ジ
に
投
稿

監
視
カ
メ
ラ
3000
台
設
置

来
年
め
ど
に
首
都
全
域
に

ボーリング、鈴木さん送別に32人　大阪の会が懇親会

　大阪の会は16日、南ジャカルタのジャカルタ・ボーリン
グ・センターで、第８回ボーリング大会を開いた。ゲーム
終了後は、クニンガンの料理店「ＧＹＯＺＡ」で第32回懇
親会を開き、思い出話に花を咲かせながら、今月末に帰国

する鈴木彰一さんを温かく送り出した。
　ボーリング、懇親会ともに愛知県の豊橋会メンバーが合
流。初参加者は10人で総勢32人が集まった 。
　ボーリングでは、ストライクやスペアが出るたびに歓声
が上がり、初対面同士の参加者も和やかに交流を深めた。
個人の部で優勝したのは井上朋子さん。４連続ストライク
のフォースで186を記録した。
　懇親会で別れを惜しんだ鈴木さんは、第２回懇親会から
参加している古株。過去の懇親会であった出来事を語り合
ったほか、帰国後の抱負などの話題で盛り上がった。
　大阪の会は偶数月の第３水曜日に懇親会、奇数月の第２
日曜日にゴルフ会を開いている。
　「大阪の会は、大阪にゆかりのある方はどなたでもご参
加いただけます。お気軽にご連絡ください」
　問い合わせは加茂さん（メールosakanokaiindonesia@
yahoo.co.jp）まで。

　福岡県人会「飛び梅会」
は27日（水）午後７時か
ら、中央ジャカルタのイン
ドネシア料理レストラン
「プラウ・ドゥア」で懇親
会「夏の陣」を開く。
　問い合わせは木村さん
（メールkana-kimu@live.jp)
まで。

　栃木県人会は９月６日
（土）午後７時から、スナ
ヤン地区で懇親会を開く。
　問い合わせは菱沼さん
（携帯0812・9854・8402、
メールtomoakihishinuma32
6@gmail.com）まで。

　岡山県人会「桃太郎会」
は９月21日（日）、南ジャ
カルタのパンカラン・ジャ
ティ・ゴルフでゴルフコン
ペ、別会場で懇親会を開
く。ゴルフコンペは午前７
時に集合、同７時半プレー
開始。懇親会は午後５時か
ら開く。懇親会の開催場所
は未定。　
　問い合わせは平松さん
（携帯0813・8207・4365、
メールhiramatsubni@gmail.
c o m ）、難波さん（同
0878・7517・0760、同t_
namba@daishoseiki.com）ま
で。

　広島県人会「もみじ会」
は９月27日（土）西ジャワ
州バンドンのギリガハナゴ

ルフ＆リゾートで第16回ゴ
ルフコンペ開く。午前11時
半集合、午後12時半プレー
開始。
　問い合わせは木谷さん
（メールyusuke .k i tan i@
gmail.com）まで。 

　バンドン日本人学校（Ｂ
ＪＳ）は９月７日（日）午
前10時～午後２時、同校で
夏祭りを開く。
　日本食レストランや父兄
による屋台、おみこし、盆
踊り、ゲームを実施予定。
　ゲームと飲食はチケット
制で、参加人数と注文数を
事前に申し込む。
　問い合わせはＢＪＳウ
ェブサイト（http://www.
bjs.sch.id）、畳谷（たた
みや）さん（携帯0811・
229・2788、東（あずま）
さん（同0811・223・260）
まで。

　インドネシアで奮闘する
30代を中心とする他業種の
人の集まり「インドネシア
日本心の友の会」。
　毎月、会員ら15人前後が
集まり、情報交換をしなが
ら、親交を深めている。
　問い合わせは廣瀬さん
（携帯081・1950・2208、メ
ールhiroki.hirose@harsono-
strategic.com）まで。

　活動は毎週月曜午前、南
ジャカルタのブミマス・ア
パートメント南棟のファン

クションルームで。月１
回、土曜の活動もあり。初
心者も歓迎。ソプラニーノ
からバスまで５種類のリコ
ーダーを使い演奏する。
　問い合わせは松浦さん
（携帯0811・184・9195）、
水野さん（携帯0 8 5 3・
1079・9038）まで。

　毎週土曜日夕方に活動し
ているヨガ教室。年齢、性
別不問。キャンドルを灯し
ながら、呼吸法、瞑想、ヨ
ガポーズをしている。　
　問い合わせはチャコさん
（携帯0813・8437・1067、
メールchat0827@live.jp）ま
で。

　毎週月曜日午前10時～正
午、北ジャカルタのダマ
イ・インダ・ゴルフでプロ
コーチの指導による練習、
水曜日はジャカルタ近郊の
ゴルフコースでラウンドを
している。第２、４月曜日
に練習の見学もできる。
　問い合わせは大塚さ
ん（携帯 0 8 1 1 ・ 9 4 4 ・
2 8 5 8）、小林さん（同
0811・820・1330、メール
jjc-w-golf@hotmail.co.jp）ま
で。

　2012年（辰年）に発足。
５世代にわたり親睦を深め
ている。２～３カ月に１回
の頻度で懇親会を開いてい
る。
　問い合わせは藤田さん
（携帯0821・2271・3703、
メールm.fujita@satokogyo.
co.id）まで。

集まれ、囲碁好き！
ジャカルタ囲碁倶楽部

　囲碁好きの集まり「ジャカルタ囲碁倶楽部」は部員を募
っている。毎週土、日曜に、南ジャカルタ・ブロックＭの
「ニュー慈恵・幸」で午後２時～同７時に活動している。
　「経験者、未経験者、老若男女問いません」
　問い合わせは福井さん(携帯0815・162・3697、メール
fukui.panda@gmail.com)まで。

　ジャカルタ日本祭り（ＪＪＭ）事務局は、同祭の協
賛の募集締切り日を９月５日（金）まで延期し、引き
続き受け付ける。
　申し込み方法は、ＪＪＭホームページ（http://www.
id.emb-japan.go.jp/matsuri/jakjapan2014_jp.html）に掲
載している「協賛案内」で確認できる。
　問い合わせはＪＪＭ事務局ファンド・レージング・
チームの杉田さん（メールjjm@jac-recruitment.co.id）
まで。
　「祭りを一緒に盛り上げましょう！　協賛申し込み
をよろしくお願いします！」

豊橋会メンバーも合流

七帝戦ゴルフ参加者募集
東北大ＯＢ会

　東北大ＯＢ会は９月６日（土）バンテン州タンゲランの
クダトン・ゴルフ・アンド・カントリー・クラブで開かれ
る七帝戦ゴルフ大会に向け、参加者を募集している。
　「東北大ＯＢの方はぜひ参加ください！」
　問い合わせは渡辺さん（携帯0816・160・6086、メール
isseiwatanabe0505@gmail.com）まで。

メール　 jalanjalan@jkshimbun.com
☎   021・230・3830　　　Fax  021・230・3831

県人会や大学、高校の同窓会、愛好会などの邦
人グループの情報を掲載します。宛先に「じゃらんじゃらん掲
載希望」と明記の上、下記連絡先まで情報をお待ちしてます。

協賛の募集締め切り延期
ＪＪＭ事務局


